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（第７週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

インフルエンザが急増しています
今週の報告数は101人となり、先週の29人から急増しました。型別ではA型が2人、B型が99人と、ほとんどがB型の報告となっていま
す。豊肥管内の定点あたりの報告数も19.20人と、3週連続で増加し、引き続き流行発生注意報レベルとなりました。型別ではB型の
割合が97％となっています。大分県全体の定点あたり報告数は64.43人となり、先週の69.67人から減少しましたが、依然として流行
発生警報レベルとなっています。
インフルエンザB型は、通常のインフルエンザの症状に加えて、小児では腹痛、下痢、嘔吐などの消化器症状が出やすいといわれていま
す。竹田地域では、感染性胃腸炎も流行していますので、ご注意ください。

SFTS（重症熱性血小板減少症候群）について
2025年は、SFTS（重症熱性血小板減少症候群）の報告数が、全国および大分県で過去最多となりました。
例年、マダニの活動が盛んになる4月頃から報告数が増加しますが、大分県では2026年1月に、すでに1例目の報告がありました。
SFTSは、病原体を保有したマダニに咬まれてから6〜14日程度の潜伏期の後、発熱、消化器症状（食欲低下、嘔吐、下痢、腹痛等）、
頭痛、筋肉痛などを伴って発症します。診断や治療が遅れると、意識障害や出血症状など重症化することもあり、命に関わることもあります。
予防として、マダニに咬まれないようにすることが重要です。野山や畑などマダニが生息する場所に出かけるときは、次の点に気をつけましょう。
①長そで、長ズボン、手袋、長靴などで肌の露出を避けましょう。
②虫よけ剤を正しく使用しましょう。
③帰宅後は早めにお風呂に入り、マダニに咬まれていないか確認し、必ず着替えましょう。
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2025-2026年 竹田地域
インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症推移
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